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平成３０年度 第５回高山市教育委員会定例会議事録 

 

１．日 時  平成３０年７月２７日（金） 午後１時３０分から 

２．場 所  高山市役所 行政委員会室 

３．出席者  委員会 中野谷教育長、針山委員、打江委員、野崎委員、長瀬委員、白田委員 

事務局 北村教育員会事務局長、西野教育総務課長、大森学校教育課長、尾﨑文化財

課長心得、北野学校給食センター所長、学校教育課 中井、教育総務課 直井 

４．欠席者  委員会 欠席なし 

５．署名者  打江委員 

 

  午後１時３０分開会 

 

○中野谷教育長  本日の委員会は、出席者６名で、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１

４条第３項の規定に基づき、定足数に達していますので、成立しております。 

ただ今から、平成３０年度第５回高山市教育委員会定例会を開会いたします。 

 

○中野谷教育長  会議録署名委員の指名を行います。 

本日の会議録署名委員は、「打江委員」を指名いたします。 

 

○中野谷教育長  前回定例会の会議録について承認を行います。 

まず、前回定例会の会議録について「野崎委員」お願いいたします。 

 

○野崎委員    前回の定例会会議録について、精査した結果、記載事項について適正に調製され

ておりましたので、署名したことをご報告いたします。 

 

○中野谷教育長  ありがとうございました。 

それでは、前回定例会の会議録についてご承認いただけますでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  前回、定例会の会議録は、調製のとおり承認されました。 

 

○中野谷教育長  次に、諸般の報告をさせていただきます。 

 

（中野谷教育長報告） 

 

○中野谷教育長  それでは次に、日程第１、議第１１号「平成３０年度要保護及び準要保護児童生

徒の認定について」を議題といたしますが、当議題につきましては内容に個人に関

する情報が含まれておりますので、法律第１４条第７項ただし書の規定により、公

開しないこととしたいと思います。 
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○中野谷教育長  それでは、ただ今お諮りしました議第１１号は、公開しないこととすることにご

異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、議第１１号は、公開しないことに決しました。 

 

○中野谷教育長  それでは、改めまして日程第１、議第１１号「平成３０年度要保護及び準要保護

児童生徒の認定について」を議題といたします。 

事務局より説明願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞非公開 

 

○中野谷教育長  事務局の説明は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

（非公開） 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑等を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今議題となっております議第１１号について、事務局説明のとお

り決するにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、議第１１号について、事務局説明のとおり決し

ました。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第２、議題１２号「平成３１年度使用小中学校用教科用図書及

び中学校特別の教科「道徳」使用図書の選択について」を議題といたしますが、当

議題につきましては、高山市情報公開条例第６条第４項に該当するものとして、本

年８月３１日まで非公開とすることが適当と思われますので、法律１４条第７項た

だし書の規定により、本年８月３１日まで公開しないこととしたいと思います。 

  

○中野谷教育長  それでは、ただ今お諮りしました議題１２号は、本年８月３１日まで公開しない

こととすることにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、議題１２号は、本年８月３１日まで公開しない
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ことに決しました。 

 

○中野谷教育長  それでは、改めまして日程第２、議題１２号「平成３１年度使用小中学校用教科

用図書及び中学校特別の教科「道徳」使用図書の採択について」を議題といたしま

す。 

         事務局より説明願います。 

 

○大森学校教育課長＜資料に基づき下記概要のとおり説明＞ 

          １ 教科書採択の概要 

            ・教科書採択とは（現行教科書を継続するにも採択が必要） 

          ２ 飛騨地区採択協議会が選定した「平成３１年度使用小学校用教科用図書」と   

            採択の理由について 

          ３ 飛騨地区採択協議会が選定した「平成３１年度使用中学校用教科書図書」と 

            採択の理由について 

          ４「特別の教科 道徳」についての概要説明 

            ・これまでの道徳とこれからの道徳の違いとは 

            ・大切にされているポイントと改正された工夫点とは 

          ５ 道徳の教科書採択について 

            ・飛騨地区採択協議会と研究員会の調査研究活動について 

             ・調査研究対象となった全ての教科書のよさが意見書としてまとめられた 

              ことについて 

          ６ 飛騨地区採択協議会が選定した「平成３１年度使用中学校用教科用図書 道

徳」について 

          ７ 見本教科書を検閲 

             ・委員の皆様には、全ての教科書の見本に再度目を通していただき、選定

された教科書が相応しいか否かの意見をいただきます。 

 

○中野谷教育長  平成３１年度使用の教科用図書について、事務局の説明は終わりました。 

         初めに小中学校用教科用図書についてご質疑はございませんか。 

 

○中野谷教育長  現在使用している小中学校用教科用図書について問題点はありますか。 

 

○大森学校教育課長 協議会での話題としては、写真や資料が多用され丁寧で見易いとの意見です。

但し、写真や資料が多いことで教科書の重量が若干重いことや、活字が減っている

ことなどが話題として挙げられました。中学校から高校へ進学しますと活字ばかり

の教科書となりますので、この辺りに対して意見がありました。 

         重量について学校では、予習・復習のため家庭に持ち帰る教科書と学校を中心に

活用する教科書を使い分けており、持ち運ぶ重量としては適切な範囲内に納まって

いると考えています。活字については正確に把握しておりませんが、写真や資料が

多用されページ数も増えており、活字は大きく減っていないのではないかとのこと
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です。写真等については資料を多角的・多面的に比較しながら自分の考えを構築す

る力を養ううえで必要な教材であり、適切と判断されました。 

 

○中野谷教育長  ご質疑もないようでありますから、次に中学校特別の教科「道徳」使用図書につ

いてご質疑はございませんか。 

 

○中野谷教育長  「道徳」使用図書について協議会ではどのような意見がありましたか。 

 

○大森学校教育課長 １つ目は、使用するノートについて意見が二分しました。別冊のため煩雑にな

ること、また授業の中でノートがある事でその流れに従い授業をすすめる必要があ

るような錯覚に陥る可能性が挙げられました。２つ目は、学びの窓の部分について

は長所であり模範的な発問の参考とはなりますが、若い教員の場合にどの学校でも

同じ発問ばかりされる可能性があり、道徳教育の本質として偏りが生じる一面があ

るのではないかとの意見でした。３つ目は高山市が力を入れる郷土教育の部分では

他に優れた図書もあるため、どれを採用すべきかとの意見がありました。 

 

○中野谷教育長  協議会に採択委員として参加された針山委員はいかがですか。 

 

○針山委員    全般的に見易く工夫された図書との印象です。個人的な意見としてこの図書に沿

いながらも現代の社会情勢や問題を踏まえオリジナリティのある授業をお願いした

ところ、あくまでも図書は指針や資料として取り扱い、個々の教員が研究や調査を

し、郷土教育についてもこれまでと同様に重点を置いた授業展開に取り組むとの考

えでした。道徳については特別な教科に位置づけられた人の命にかかわる重要な授

業であるため、若い教員を始め学校毎に授業のあり方の研鑽に努められるとの発言

などがあり、採択に賛成しました。 

 

○長瀬委員    先程の説明で協議会の状況等を聞いて、個人的には適正に結論が出されており賛

成と考えています。少し引っ掛かる部分はノートの活用方法のことで、これにより

計画的にすすめられる反面、この内容を十分に活用し切れるかと言うと、１年が終

わった時に授業時間の都合で埋まっていないノートを見て消化不良を起こさないか

を危惧します。 

 

○中野谷教育長  先程の郷土教育に関する説明がありましたが、他に意見はありましたか。 

 

○大森学校教育課長 郷土教育をすすめるには様々な方法があると思いますが、見ず知らずのまちを

題材に議論をするよりは、身近な地域を題材とした資料で議論した方がよいのでは

との意見がありました。これまでも道徳教育は飛騨管内で力を入れており、各学校

に地域独自の資料が用意されているので、題材に応じてそれらを活用した方が理に

叶っているのではないか。また教育長の発案により、教育研究所に道徳資料センタ

ーとして棚を設置し、各学校で作成している資料を保管することで共有と活用を図
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る計画です。 

 

○野崎委員    第一印象は柔らかい色づかいで、やさしい印象を受けました。各題材を議論する

にあたって手掛かりが示されているので、着眼点も上手に活用して活発な議論につ

なげてほしいと思います。 

 

○打江委員    図書の文字に振り仮名が多いように感じるのですが。 

 

○大森学校教育課長 基本的に学習の進捗に合わせた内容になっていると思います。ただ、道徳は国

語の勉強ではありませんので、学力に多少の違いはあっても誰もが内容を理解し議

論が行えるような配慮かと思います。 

 

○白田委員    手掛かりが書いてあり発問のきっかけになる点についてですが、子どもは一人ひ

とり色々な見方がありますので、先生方には図書には書かれていないような少数意

見であっても子ども達が耳を傾けるような授業展開をお願いします。 

 

○中野谷教育長  ご質疑もないようでありますから、以上で質疑等を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今議題となっております議第１２号について、事務局説明のとお

り決するにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、議第１２号について、事務局説明のとおり決し

ました。 

 

○中野谷教育長  次に、日程第３、議第１３号「高山市教育委員会点検評価委員の委嘱について」

を議題といたします。 

         事務局より説明願います。 

 

○西野教育総務課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の説明は終わりました。ご質疑はございませんか。 

 

（質疑なし） 

 

○中野谷教育長  ご質疑もないようでありますから、以上で質疑等を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今議題となっております議第１３号について、事務局説明のとお

り決するにご異議ございませんか。 
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（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって議第１３号について、事務局説明のとおり決しま

した。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第４、報告１６「高山市小中学校児童生徒数の推移について」

を事務局より報告願います。 

 

○西野教育総務課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○長瀬委員    三枝小学校については、児童数が増えることが予想されていますが、要因として

把握していることがあればお願いします。 

 

○西野教育総務課長 この資料は現在の出生数をもとに住民移動がないと仮定したうえで推移を表し

たものです。細かな分析はしていませんが、あの辺りは大規模な団地造成まではな

いものの、ドーナツ化現象で新しい世帯による新築住宅も増えているようですので、

その辺りが要因かと考えます。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第５、報告１７「高山市教育委員会学校訪問について」を事務

局より報告願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○中野谷教育長  今年度は給食の試食を縮小しましたが事務局としてどうですか。 

 

○大森学校教育課長 これまでは、午前の学校訪問終了後に給食の試食にあわせた昼食を取っていま

したが、今年度は午前に引き続き午後の訪問がある場合のみの試食としました。学

校では児童生徒と向き合う時間の確保のため慌しい日常を送っています。教育委員

会が自主的にスリム化を提案することで、学校側の負担も軽減されるものと考えま

す。回数は減りましたが給食の試食を行えていますので、トータルで見て効果的か

つ効率的であったと思います。 

 

○打江委員    昨年までの訪問では毎回沢山の資料が準備され、今思うと何となく構えた印象を
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受けましたが、今回から先生方もどことなく自然体で対応いただけ、いい方向に作

用していると感じました。 

 

○野崎委員    訪問終了後に先生方と雑談をしましたが、これまで訪問時にどんな質問があるか

大変緊張して望んでいましたが、様々な視点のアドバイスがあったり、取り組みに

対する適切な評価があり今後のやる気に繋がったとの話がありました。学校訪問す

る中で私達委員も教育現場の現状を沢山教えていただくことがあります。子ども達

もそうですが評価されることは嬉しいことですし、先生方も一生懸命に自信を持っ

てやっている事に対し外部から率直な評価があるのは更なる自信に繋がると思いま

すし、一つ一つの取り組みが評価されることは学校としても嬉しいことなのだと思

います。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第６、報告１８「ＥＳＴ未来塾について」を事務局より報告願

います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○打江委員    予算の４０万円は講師の招聘費用ですか。 

 

○大森学校教育課長 はい、講師の招聘に伴う報償費、旅費で小中学校あわせて当初予算に４０万円

を計上しています。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第７、報告１９「プログラミング教育の見通しについて」を事

務局より報告願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ここまでで、ご質疑等はございませんか。 

 

○中野谷教育長  質疑はないようですので、プログラミング教育の実例を紹介願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜教材を用いてプログラミング教育の実例を紹介＞ 

 

○中野谷教育長  実例紹介は終わりました。改めてご質疑等はございませんか。 
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○長瀬委員    資料に今年度の教材購入は２０台となっていますが、小学校は１９校なのでこの

数で足りるのか、予算的に購入可能な上限なのか、その辺りの説明をお願いします。 

 

○大森学校教育課長 プログラミング教育は教科としてあるわけでもなく、特別に授業時間が設けら

れているものでもありません。この教材については、年間のどこかでプログラミン

グ教育に触れる際の教材と捉えています。２０台の教材があれば、小学校１９校が

交替で利用することが可能となっています。 

 

○中野谷教育長  今年３月に文科省が出した小学校プログラミング教育の手引きでは、学習指導要

領に例示されている単元等で実施するものとして、小学校５年生の算数ではプログ

ラミングを通して正多角形を描く場面の設定や６年生の理科ではセンサーを用いた

通電の制御のプログラミング方法を実施することが規定されています。平成３２年

度までにこのような体制がとれるよう準備をすすめているところです。 

 

○大森学校教育課長 算数の図形を描くソフトは、既に中学校で無料ソフトを使用しての実績があり

ます。理科のプログラミングについては、小学校ではやや高度な部分も考えられま

すので、まずは機会を通じた気付きが大きな目標であり、どこまでの体験を行なう

のか今後精査したいと思います。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

         ここで会議を一旦、休憩します。 

         再開を午後３時１５分からとします。 

 

（休憩 午後３時５分～午後３時１５分） 

 

○中野谷教育長  休憩を解いて会議を続行します。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第８、報告２０「ＩＣＴ先進地視察のまとめについて」を事務

局より報告願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○中野谷教育長  参加された教育委員の感想はいかがですか。 

 

○打江委員    何年か前に市内の学校で当時電子黒板と言われる機器を使った授業を見た記憶が

ありますが、機器や事業の質がはるかに進歩しているというのが第一印象です。こ

れまで見てきた授業では、先生が黒板に丁寧に記入したり事前に資料を作成してい
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ましたが、操作一つで資料を取り出せるので効率的あり働き方改革にもつながると

思います。また、同じ授業でも先生により資料のサイズが違うということがないの

で、高山市における学校間の授業の平準化になるとも感じました。 

         説明にもありましたが、機器の操作に集中するあまり機器に使われたり、板書計

画が疎かになるなど課題もあるようですが、これから授業をするのに必要な機器で

すので、今年度は小学校各校に１台の整備が計画されていますが、早い段階で台数

を増やし機器を充実していくことを強く要望します。瑞穂市では機器操作に困った

時に、待機している先生がすぐに対応するような体制がとられており、これも必要

な事だと感じました。 

 

○長瀬委員    教育現場における電子黒板の導入効果は文科省の実証結果がＨＰでも詳しく公表

されており、視察においてその点も確認しました。また参考となったのは、このよ

うな膨大な予算を伴う事業は市全体での合意形成が大事であり、総合教育会議での

協議であったり市議会に対してもデモンストレーションの場を設けていたのが印象

的でした。 

         一緒に視察に行かれた校長先生方からは「高山市の教員がＩＣＴの波に大きく取

り残されていく危機感」との意見がありますが、冷静に考えてみると高山市として

ＩＣＴの教育環境整備をするため、学校にとって最優先で必要なのは電子黒板なの

かを一度確認する必要があると一方では感じました。学校教育課で県内市町村のＩ

ＣＴ教育環境の整備状況をまとめてもらいましたが、まず我々が電子黒板を含めて

高山市の整備状況が立ち遅れていることを再認識したうえで、最初に電子黒板を整

備するのか、それ以外の機器はどうするのかなど並行して考える必要があるのだと

思いました。 

 

○白田委員    ＩＣＴの事を何度か聞いていましたが漠然とした部分があり、今回実際の活用を

視察し状況がよく分かりました。目の前で子ども達の様子を見て、授業に集中した

活き活きとした様子を見ることができました。現代の子ども達ですので映像や画像

を通して授業に集中して理解できる子も多いのではないかと感じました。また、打

江委員が言われたように板書や資料作成の時間を有効利用することは、子ども達と

向き合う時間の確保につながる事も考えると、電子黒板の必要性を強く感じました。 

 

○中野谷教育長  ＩＣＴの環境整備に関する効果や課題は各委員が感じられたことを一つ一つ確認

することと、どこかで総合教育会議において視察結果を報告する必要がありますね。 

 

○大森学校教育課長＜長瀬委員発言のＩＣＴの環境整備状況について補足説明 Ｐ２６＞ 

 

○長瀬委員    私はパソコンの画面上でこの資料もみましたが、整備率が数字で羅列してあるだ

けで、インパクトもなく高山市の課題が何なのかが伝わりにくいと感じました。こ

の資料は平成２８年度の整備状況で少しデータも古いので、現在の整備状況を収集

していただき、あわせて視覚的な情報共有ができれば私達も様々な場面において情
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報発信ができると思います。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第９、報告２１「平成３０年度高山市教育委員会点検評価につ

いて」を事務局より報告願います。 

 

○西野教育総務課長 ＜資料に基づき説明＞ 

○北野学校給食センター所長＜資料に基づき説明＞ 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 

○尾﨑文化財課長心得＜資料に基づき説明＞ 

○中野谷教育長   ＜資料について補足説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○長瀬委員    全体的な感想としては、事業により謙遜した評価もあるように感じました。個別

事業としては、小学校運営授業は、実績、成果、課題からしてもＡ評価の進捗に値

すると思います。教育機器整備事業のＩＣＴ教育の環境整備の部分では、評価理由

に「環境整備を研究・検討する」とありますが、研究・検討の段階は過ぎていて整

備推進の段階に入っていく必要があると思います。心の教育推進事業では、成果欄

にも「支援が必要な児童生徒の全てに対して支援を行うことはできていない」と課

題にあるように、対応が必要な部分であると思います。 

 

○針山委員    教育研究所運営事業では、不登校児童生徒を対象としたであい塾の運営を行って

いますが、ここへ通うのが困難な子どももいます。個人的な部分や距離的な部分な

ど理由は様々ですが、昨年から移動であい塾を試行して一定の成果があったと認識

しています。移動であい塾に限らず身近なところに居場所があると、もっと子ども

達が家庭から社会に出て行く機会が増え、この辺りが課題だと思っています。         

中学校部活動支援事業では、活動運営補助、大会出場に対する援助がなされ効果が

見られますが、これからは指導にあたる教員負担の軽減が課題であり、外部指導者

の導入などを検討していく必要があると思います。 

         学校給食運営事業に関して質問ですが、以前に現場視察も行い、点検評価委員か

ら意見もあるように施設自体の整備が一つの課題であると思いますが、事務レベル

での検討状況はどのようになっていますか。 

 

○北野学校給食センター所長 施設の老朽化がすすんでおり、早急に整備方針を定めていく必要があ

ると認識しています。施設を稼動しながらの改築はできないため、どの場所に整備

するのか。現在、複数施設で運営しているため将来的な施設のあり方はどうあるべ

きなのか。公共施設の再編整備もすすめられていくため総合的に検討をすすめてい

きます。 
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○針山委員    現場視察の際に児童生徒数に対して栄養士の人数が不足気味であるとの話を聞き

ましたが、現在はどのようになっていますか。 

 

○北野学校給食センター所長 過去は県の基準で２名となっており人手が不足していましたが、現在

は１名増員され３名になっています。 

 

○針山委員    幼児教育支援事業については、人口減少を踏まえ重要な事業であると捉えていま

す。幼児教育としては保育園と幼稚園がありますが、連携状況等はどのようになっ

ていますか。 

 

○西野教育総務課長 保育園は子育て支援課が、幼稚園は教育総務課が担当しています。新たに国の

子ども子育て支援制度も創設されており、市独自の支援も含めこれまで同様に保育

園、幼稚園での保護者負担のバランスが同等になるよう連携し配慮しています。 

 

○針山委員    まちの博物館管理事業では、来館者目標２０万４千人に対し、実績は１８万４千

人と若干目標を下回っています。先般は待望の飛騨高山まちの体験交流館がオープ

ンしましたが、新たな拠点が誕生したことによる施設の相乗効果はどのように考え

ていますか。 

 

○尾﨑文化財課長心得 施設の役割りとして、まちの博物館は見る・学ぶ等であり、まちの体験交流

館は体験する・交流する等の設定となっています。例えば、博物館の展示にあわせ

て、体験交流館で体験メニューを企画するなど両施設のコラボレーションが考えら

れます。隣接した両施設が連携することで、来館者数の増も期待されます。 

 

○針山委員    体験交流館には物品販売の機能もありますので、関係団体とも連携しながら魅力

向上に努めてください。 

 

○針山委員    管轄は違いますが、飛騨の里周辺は観光客が減っており衰退が心配です。 

 

○尾﨑文化財課長心得 飛騨の里の所管は観光課となっています。詳しくは把握していませんが、飛

騨の里の再編整備計画を検討していると聞いています。施設内には建物や民具が文

化財に指定されていますので、当課として連携できる部分があれば取り組みたいと

考えます。 

 

○針山委員    文化財資源を将来のために守ることは大変重要なことですが、活用という点での

取り組みもお願いします。 

 

○打江委員    確認ですがこの評価は予算に関連する事業について評価を行っていますか。 
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○西野教育総務課長 基本的には予算化されている事業区分により評価していますが、予算を伴わな

いものも出来る限り関連付けながら評価しています。 

 

○打江委員    昨年度、教員の働き方について勤務実態の状況調査もしていますので、記載があ

るといいと思います。 

 

○西野教育総務課長 この件の取り扱いについて、適当な記載箇所があるか検討させていただきます。 

 

○長瀬委員    先程の教育機器事業について補足します。成果の中では「目標どおり教育環境の

整備を行うことができた」となっています。当初の目標に対しては成果が上がって

いると思いますが、他と比較した教育機器の整備状況としては遅れている部分があ

ります。その辺りを高山市の現状課題として、しっかりと明記し次の整備につなげ

ていく必要があると思います。 

 

○野崎委員    心の教育推進事業の評価に「発達障がいの生徒への支援が十分に行われていない。

相談員のスキル向上のための研修をさらに充実させる必要性を感じている」が課題

で保健相談員の増員が必要と書かれていますが、その通りだと思います。関連して、

保健相談員の対応時間数が書かれており、Ｈ３１目標の５７，０００時間に対して

Ｈ２９実績は５７，９２８時間となっていますが、増員との関係はどうですか。 

 

○大森学校教育課長 Ｈ３１の目標は、第２期教育振興基本計画策定時の目標数値となっています。

Ｈ２９の実績では既にその数値を超えており対応が増えている状況です。更に十分

な対応を行うためにも保健相談員の増員が今後も必要と捉えています。 

 

○白田委員    保健相談員の活動状況は学校訪問でも確認できました。取組み、目標にはスクー

ルカウンセラーのことも書かれているので、実績、成果についても記載があるとい

いと思います。 

 

○大森学校教育課長 予算に応じて派遣しているところですので、記載について検討します。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第１０、協議９「高山市子どもにやさしいまちづくり推進委員

の推薦について」を議題といたします。 

         事務局より説明願います。 

 

○西野教育総務課長 ＜資料に基づき説明＞ 

          ＜事務局案として長瀬委員の再任案を説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の説明は終わりました。質疑はございませんか。 



13 

 

 

（質疑なし） 

 

○中野谷教育長  ご質疑もないようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今議題となっております、協議９については事務局説明のとおり

長瀬委員を推薦すると決するにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって協議９については長瀬委員を推薦することに決し

ました。 

 

○中野谷教育長  次に、日程第１１、協議１０「全国学力学習状況調査結果の取り扱いについて」

を議題といたします。 

         事務局より説明願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の説明は終わりました。ご質疑はございませんか。 

 

○打江委員    前回定例会には出席できませんでしたが、会議結果については報告を受けました。

本日の公表資料案では具体的な数値が示されていますが、私としては「概ね」等の

表現の方が望ましいのではないかと考えます。 

 

○長瀬委員    公表資料案の冒頭に「これまで、さまざまな観点からマイナス面での影響を懸念

し公表を控えてきた」とありますが、私としてはこの内容であれば何の影響が考え

られてきたのか、特にないのではないかと言うのが率直な感想です。 

         また、全国平均は数値で示されていますが、高山市はその数値を基準にプラス、

マイナスでどの範囲にあるかを「◎」や「○」等の記号で示す案となっていますが

数字として出してもいいのではないかとも考えます。私が公表することで一番危惧

することは、学校間の序列化や少人数校で個人の特定につながること、数値の意味

や中身を理解しないまま数値だけが一人歩きすることです。高山市の正答率の公表

自体は特段の問題ではなく、全国と比較して何故高いのか或いは何故低いのか、そ

の中身を分析し今後の教育に活かすことが大切です。そのためには学校、家庭、地

域が協働し子どもを育んでいくことが必要ですので、全国学力学習状況調査の結果

を公表しましたと言うことなのだろうと思っています。 

         記号化については、数字を見えにくくするのではなく、視覚的に比較し易くする

という意図であれば特に意見はありません。 
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○中野谷教育長  記号化の件については、これまで市内の学校では全国と自分の学校の比較結果を

保護者にお知らせしてきましたが、今後、高山市が公表すると学校では、全国と高

山市と学校の比較結果をお知らせすることになると思います。各校で行うお知らせ

を見比べることで、明確な序列化につながる可能性も考えられることから記号化す

ることを一つの案として考えています。また、視覚的な比較ですと一般的に理解し

易いメリットもあると思います。 

 

○針山委員    全般的な公表方法は問題ないと考えます。これまでも学校毎では結果をお知らせ

しており比較することも可能だったと思いますので、公表自体より結果を分析しど

のような対応を行うかの方が重要だと思います。序列化については少し気になりま

したので、保護者の方の意見も聞いてみましたが、我々が危惧するほどは意識され

ていないというのが感想です。 

         それと文書中の「さまざまな観点からマイナス面での影響を懸念し」との表現は

逆に大袈裟に感じてしまうのでどうかと思います。 

 

○大森学校教育課長 この全国学力学習状況調査の歴史については、当初、国が全国一斉に市町村で

実施しその全国結果を公表するという方針が示され事で、市町村教育委員会や学校

現場は大変な危機感を持ちました。そこで前回説明しましたとおり、市町村教育委

員会は連合会の中で公表しない事を前提に国と協力する方向で一致しました。時代

がすすむにつれ、学力が低いことを大きな課題として取り上げ、その課題解決のた

め学校名を公表することを発言する首長も現れてきました。当初、公表とは誰もが

素点を公にすることだと考えていましたが、年を重ね情報公開の考え方が一般化す

るにつれ「概ね良好」「やや低い」など結果発表を工夫する自治体が現れ全国的な

流れとなりました。高山市でも学校では既に同様の内容で保護者にお知らせしてお

り、公表していないと言いつつも一方の考え方ではこれも公表であるというように

捉えられます。 

         記号化については、この調査は毎年中学校３年生と小学校６年生に対して実施し

ますが、数値で公表すると一つはこの調査に対する学年間での比較や長瀬委員が言

われたように高山市との比較が生じます。ただ公表するのが記号であれば、各学校

は全国平均との比較だけとなり、高山市との細かな比較は行われません。絶対に行

われていけないことは、各学校の順位や素点の公表であり、少人数校では個人が特

定されることが考えられ配慮が必要です。 

 

○長瀬委員    学力状況調査の歴史、公表の記号化の考えについて理解しました。各学校のお知

らせの中では高山市との具体的な比較はされないという事でいいですか。 

 

○大森学校教育課長 はい、そのように考えています。 

 

○長瀬委員    記号化の考えについて納得しました。私の懸念している事もこの方法であれば問

題は生じないと思います。 
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○打江委員    下線部で「調査の結果は児童生徒の学力の一部を示すものであり、この結果のみ

で児童生徒の学力の全体を判断できるものではありません」と書かれており、少し

心配しすぎかもしれませんが例えば「○」は良い、「△」は悪いという印象だけが

残ってしまうため、傾向を知らせればよいのではないかと考えます。 

 

○大森学校教育課長 記号化はあくまでも案であり、表現方法についてはこの場で協議いただければ

と思います。文言を用いた場合は「－」が「概ね良好、概ね全国平均値程度」に、

「○」は「やや高い傾向」、「△」は「やや低い傾向」のような表現になり結果的

には同じとなります。文言の場合は、捉え方に幅があり便利そうな反面、誰もが同

じ理解をできるよう正しい使い方や表現が求められます。 

 

○中野谷教育長  他の委員さんの意見はいかがですか。 

 

○白田委員    私も保護者目線で考えた時に打江委員が心配されることもよく分かり少し悩んで

いる部分もあります。ただ、公表は時代の流れとして必要であり、公表する一つの

方法を考えるとすればこのような形なのだと思います。 

 

○野崎委員    一般市民としてこの公表方法でいいなと感じた部分は、学習面の達成感、貢献感、

生活についての様子が分かることと、その結果を学校、家庭、地域の立場での役割

りや協働することが表してある点です。学校と家庭は当然ですが、この公表と地域

との関係が明確になり、見守りや地域も一緒になって子どもを育てていくという姿

勢が表れていると思います。 

         公表方法については、私はまず全体的な印象として見ており皆さんが言われるよ

うな部分は気になりませんでしたが、公表内容が言葉なのか記号なのかは確かに見

る人によっては微妙に感じる部分なのかもしれません。ただ最初の２行の部分は「マ

イナス面での影響を懸念し」という言葉に逆に過剰に反応し、全体的に否定的に捉

えてしまわないか心配します。 

 

○中野谷教育長  質疑も尽きたようですので、この件については基本的にここまでの協議では公表

する方向となっていますが引き続き審議することとし、校長会とも協議したうえで

詳細について次回決定する方向でいかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。本日の協議はここまでとし、次回定例会において継続審

議をいたします。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第１２、報告２２「小中学校における現状と課題について」を

議題といたしますが、当議題につきましては、内容に個人に関する情報が含まれて
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おりますので、法律第１４条第７項ただし書の規定により、報告内容について一部

公開しないこととしたいと思います。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今お諮りしました報告２２は、一部公開しないこととすることに

ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、報告２２は、一部公開しないことに決しました。 

 

○中野谷教育長  それでは、改めまして日程第１２、報告２２「小中学校における現状と課題につ

いて」を事務局より報告願います。 

 

○学校教育課梶田 ＜資料に基づき説明＞非公開 

○学校教育課建石 ＜資料に基づき説明＞非公開 

 

○中野谷教育長  ただ今の報告についてご質疑はございませんか。 

 

○白田委員    手を出してしまった生徒の親御さんへの対応はどのようになっていますか。 

 

○学校教育課建石 保護者にも状況を説明し、対象生徒の支援方法について相談を行いながらすすめ

ています。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  次に「後援名義使用について」の報告をお願いします。 

 

○西野教育総務課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○中野谷教育長  ご質疑もないようでありますから。以上で質疑等を終結します。 

 

○中野谷教育長  その他に報告がありましたら順次報告願います。 

 

＜他に報告なし＞ 

 

○中野谷教育長  それでは、定例会の開催日時を決定したいと思います。 
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（協議） 

【８月２８日  午後１時３０分】 

【９月２１日  時間後日調整】 

【１０月２４日 午前９時００分】 

 

○中野谷教育長  それでは以上を持ちまして、本日の議事日程が全部終了いたしましたので、本日

の会議を閉じ、平成３０年度第５回高山市教育委員会を閉会いたします。 

 

午後５時４０分閉会 


